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杉 本 均 (高等教育教授システム開発センター)
(1)高等教育哲学と科学および宗教教育
1991年11月10日から13日にかけて､マレーシアの首都 クアラル ンプル郊外 において､ マ レーシア国民大学
(UniuersitiKebangsaanMalaysia)とIAB (InstitusiATninudinBahi)の教官を中心に､｢高等科学教育セ ミ
ナー :21世紀へ向けての改革｣と題する会議が開かれた｡議長は国民大学のカリジャ (KhalijahMohd.Salleh)教











































『教育法』に盛られた ｢国民教育原理 (DasarPelajaranKebangsaan)｣､1969年の ｢国家五原理 (RuhunNegara)｣､







年運動 (ABIM)指導者で当時の文部大臣､アンワ-ル ･イプラヒム (Anwarlbrahim)氏のもとで､国民教育の
道徳的基礎を確立するための指針として､｢国家教育哲学 (FalsafahPendidihanNegaT･a)｣が起草された.(太字引用者)
[国家教育哲学]マレーシアにおける教育とは､個人の可能性を総体的 ･統合的に発達させ､知的 ･精神的








決と探求に応用 ･発展が可能な形で､創造的 ･批判的思考､合理的 ･理論的推論ができるような知識と経験を与える
場である｡
ブルバッチャー (Brubacher,1982)の 『高等教育における哲学』によれば､歴史的に考察 した場合､高等教育には
















であろう｡ 同大学の副学長､アイヌディン (TanSriDatukProfessorAinuddinBinAbdulWahid)は､今 日の
マレ-シアの社会 ･道徳的困窮に対する精神的解決策を声高に唱導しているが､彼は､高等教育機関は､｢自らの創








ははるかに社会的 ･国家的貢献に力点が置かれている｡ リム (DavidLim,1973)も､マレーシアの大学の役割と目

























































は敬度な環境での用法､すなわち宗教的用法である｡ 例えば道徳 (アクラ)とは､一般的には品行 (budipeherti)､
























(1) 知識の神への統合 (2) 信仰 (3) 神への責任 (4) 知識の追求
(5) 聖クルアンの導く善行の実践 (6) 同禁忌の回避 (7) 正義
(8) 恩情 (9) 公共の利益 (10) 倹約
B普遍的高貴な価値 (nilai-nilaiTnumisejagat)[規範倫理](NIER,1981)
(1) 清潔 (2) 同情 (3) 協調 (4) 勇敢 (5) 中庸 (6) 勤勉
(7) 自由 (8) 感謝 (9) 誠実 (10) 公正 (川 合理性 (12) 自信































































中世､中近東 ･北アフリカ ･イベリアにおける自然科学 ･哲学 ･歴史研究の隆盛期を指して言う ｢中世イスラム科学｣
と､近年のイスラム的倫理価値に指導された科学のイスラム的解釈の潮流､すなわち ｢現代イスラム科学｣の相違に
ついてである｡多くのイスラム科学史の記述のかなりの部分を占める､華々しい中世イスラム科学者の業績と列伝












































第三はサラム (AbdusSalam)を始めとする､イスラム的香りを持っ､普遍的 ･価値中立的科学を支持する､ パキ










































ナスルはタウヒッド (tawhid:-化/神の唯一性論)の概念に同意するイスラム科学の一派に属 している. タウ
ヒッドはイスラムの最も基本的概念で､アッラーの統一 (唯一性)を意味している｡ それは ｢アッラーは誠にアッラー



















































然環境 (世界)の保護 ･管理を行う責務を負うとされる｡ したがって､人間の活動としての科学は､イスラムの道徳
哲学に従属することになる｡









































































































































































イスラム科学指導者 生年 国籍 .在住 立 場 宗教と科学の関系 方針の決定
MauriceBucaile 1920-フランス プカイユ主義 宗教の科学的裏付 -
AbdusSalam 1926-パキスチン/イタリア 近代派 科学と宗教の分離 科学者
SeyyedHosseinNasr 1933-イラン/アメリカ 正統派 知識と真理の統合 宗教家
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